
 

 

 

 

 

144MHz 用 

ARDF 受信機の試作 

(試作 2 号機) 
※記憶を頼りに書いてみました(笑) 
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■事の始まり 

技術的詳細は「144MHz用ARDF受信機の試作(試作1号機) 」参照。 

http://wwwb.pikara.ne.jp/potter-2005/kousaku/ardfprototype1.pdf 

1号機は2012年JARL徳島県支部ハムの集いで初めて実物のTX相手にテストしたわけであるが、テスト前から

回路設計上改善した方が良いと思っていた部分があったり、実際にTX相手にテストしてみると指向性は良好であ

ったものの少しTXから離れると受信できない、受信音量が小さい等問題があった。 

 

■主に見直した部分 

①周波数変換回路他のブリーダ抵抗を大きくした 

これで少しでもトランジスタのベースに効率よく信号が流れるようになっただろうか… 

具体的にはベース電流の約20倍流していたブリーダ電流を10倍近くまで減らした。 

実際の効果はよくわからない。気持ちだけの差かもしれない。(笑) 

局部発振回路のブリーダ抵抗も少し大きくしてみた。ブリーダ電流を10倍くらいまで減らしても安定度は 

大丈夫だろうという軽い気持ちで…(笑)実はこれにはブリーダ抵抗を大きくすることで共振回路のエネルギ 

ーが少しでも効率よくベースに流れるかな？というささやかな期待もあった。 

②周波数変換回路のエミッタについているバイパスコンデンサを180pFから0.01μFに変更 

 受信周波数と局部発振周波数が両方145MHzあたりなので180pFもあれば充分かと思っていたが、よく 

 考えれば中間周波信号もここを流れると考えなければいけないようだ。 

③中間周波トランス IFTを変更 

セラミックフィルタのメーカが推奨している黄コアIFTでなく二次側インピーダンスの高い黒コアIFT 

を使用してみた。 

④高周波増幅回路のバイアスを変更 

 高周波増幅回路に使用している2SK241GRはメーカから出ている情報に使用電圧範囲5~15 Vと書かれて 

 いたがデカップリング用の抵抗の他、消費電力を抑えるためにソースにも抵抗を入れていた。これらによ 

 りドレイン～ソース間の電圧は4V弱しかかかっていなかった。 

 手持ちに2SK241Yとか2SK241Oがあると良かったのであるが…。IDSSの多い2SK241GRしか持って 

 なかったので消費電流を減らすためソースに抵抗を入れていたがはずした。 

 デカップリングの抵抗をはずしても大丈夫だろうと判断して、それもはずした。すべては2SK241のドレ 

 イン～ソース間にかかる電圧を上げるため。 

⑤LMF501Tとその後段の低周波増幅回路とのカップリングコンデンサを変更 

 カップリングコンデンサは0.1μFを使用していたが、ネットによると後段に増幅回路をつける場合1μF 

 で接続している記事が多いようなので1μFに変更した。 

 音量は大きくなったように思うが充分な音量では無いと判断して低周波増幅回路も見直した。 

 元はLMF501Tの出力をトランジスタ1個のエミッタフォロアアンプで電流増幅するだけであったが 

 LMF501Tの後ろに電圧増幅を追加し、それをエミッタフォロアアンプで増幅するよう変更した。 

⑥ヘッドホンの回路を変更 

 ヘッドホンのコードが拾った電波が受信機ケース内の回路へ漏れ込んだ場合アンテナ本来の指向性が使え 

 ないだろうと判断してヘッドホンの回路を0.01μFのコンデンサでアースとつないだ。 

  ヘッドホンに直流が流れない方が好ましいだろうと回路を見直した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■まず、局部発振器 

構成は1号機と同じ。バイアスの設定を見直した。 

クラップ回路のトランジスタに流す電流は1号機とほぼ同じであるが抵抗に流すブリーダ電流を約半分にした。

(ベース電流の約20倍から約10倍に減らした) 

回路の安定を優先すればブリーダ電流を減らさない方が良いだろうけどベース電流の約 10 倍まで減らしても

大丈夫だろうと局部発振回路のブリーダ抵抗も少し大きくしてみた。これにはブリーダ抵抗を大きくすることで

共振回路のエネルギーが少しでも効率よくベースに流れるかな？というささやかな期待もあった。 

 

緩衝増幅のトランジスタもクラップ回路同様にブリーダ電流を約半分に減らした。ブリーダ抵抗を大きくする

ことでクラップ回路からの信号を少しでも効率よくベースに流したい？というささやかな期待があった。 

さらに緩衝増幅のトランジスタに流す電流①は1号機の約半分にした。目的は消費電流を減らすため。 

周波数変換回路はベース注入型。ネット情報ではベース注入であれば局部発振器からの信号は小さくても良いと

書かれていたので電流を減らしても大丈夫だと思った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←各Aには5Vを供給 

クラップ回路 緩衝増幅 

ブリーダ電流 ブリーダ電流 

① 

6.8V用の定電圧ダイオードを 

バリキャップとして代用 

周波数 

変換回路へ 



■高周波増幅回路・ 

高周波増幅回路に使用している2SK241はメーカから出ている情報に使用電圧範囲5~15 Vと書かれていたがデカ

ップリング用の抵抗と消費電力を抑えるためにソースにも抵抗を入れていた。これらによりドレイン～ソース間

の電圧は約4Vしかかかっていなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 手持ちに2SK241Yとか2SK241Oがあると良かったのであるが…。IDSSの多い2SK241GRしか持ってなかったの

で消費電流を減らすためソースに抵抗を入れていたがはずした。 

 デカップリングの抵抗をはずしても大丈夫だろうと判断して、それもはずした。 

ソースには抵抗と並列にバイパスコンデンサも入れてあったが効いてなかったのだろうか…ソースを直接接

地すると聞こえが良くなったような気がした。 

 FETにかかる電圧を高くしたのが良かったのかソースを直接接地したのが良かったのか、わからない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2号機の高周波増幅回路 
1号機の高周波増幅回路 

約4V 



■周波数変換回路 

ここでもブリーダ抵抗①②を少し大きくしてみた。高周波増幅回路のエネルギーが少しでも効率よく周波数変

換回路のベースに流れるかな？というささやかな期待から。(笑) 

試作受信機ではAMラジオ用のIFTとセラミックフィルタSFU455Bを使っているので中間周波数が462KHz

となる。というより手に入りやすいAMラジオ用の IC、IFT、フィルタを使いたかったので、そうなった。(笑) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中間周波トランス④はセラミックフィルタのメーカが推奨している黄コアIFTでなく二次側インピーダンスの

高い黒コアIFTを使用してみた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周波数変換回路 

ブリーダ電流 
受信信号 

局部発振器信号 

中間周波 

1 号機ではバイパスコンデンサ③が

180pFだった。受信信号と局部発振器の

信号が通ればいいと思ってた。 

中間周波数は462KHz。180pFだとリア

クタンスが約2kΩもある。 

ここには中間周波数も通るんだな、と後

で気がついた。 

2 号機では 0.01μF に変更した。これに

より感度が一気に上がったような気がし

た。後から思えば高周波増幅が必要だっ

たかどうか…(笑) 

高周波増幅回路 

① 

② 
③ 

④ 



■低周波増幅回路 

カップリングコンデンサ①は0.1μFを使用していたが、ネットによると後段に増幅回路をつける場合1μFで

接続している記事が多いようなので1μFに変更した。LMF501Tの出力が過負荷になるような気もしたが…。           

音量は大きくなったように思うが、それだけでは充分な音量では無いと判断して低周波増幅回路も見直した。 

 1 号機では LMF501T の出力をトランジスタ 1 個のエミッタフォロアアンプで電流増幅するだけであったが

LMF501Tの後ろに電圧増幅を追加し、それをエミッタフォロアアンプで増幅するよう変更した。 

⑥ヘッドホンの回路を変更 

 ヘッドホンのコードがTXの電波を拾って受信機ケース内の高周波増幅、周波数変換回路へ漏れ込んだ場合、 

アンテナ本来の指向特性が使えないだろうと判断してヘッドホンの回路を0.01μFのコンデンサ②でアース 

とつないだ。これ…なくても良かったかも。(苦笑) 

 さらにヘッドホンに直流が流れない方が好ましいだろうと回路③を見直した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

低周波増幅 

① 

電圧増幅 

② 

③ 



■消費電力 

006Pから3端子レギュレータ78L05を通して供給する電流はレギュレータの入力でトータル20mAくらい。 

006Pアルカリ電池は容量が500mAhくらいだそうで500mAh÷20mA=25h、計算上25時間くらい電池が 

使える。 

 

■部品の入手 

手に入りやすい部品で作るという条件で始めたが発振回路の実験中に FCZ コイルは生産終了になり、AM ラ

ジオ ICのLMF501Tも手に入らなくなり、FETの2SK241は手に入りにくくなってきた。しかし、他に使えそ

うな部品はある。作ろうと思えば今後も似たようなものは作れそうに思う。 

 

■今後 

TX を持っていないしAMの電波が出せる無線機も無いので固定機からSSB やFM で電波を出しFMのハン

ディ機と聞き比べるなどの方法で試作受信機の動作テストをした。電波を受信してヘッドホンから何らかの音は

聞こえるが今のところ使い物になるかどうか不明。←これは2012年11月3日以前の話 

ARDF競技大会で試作受信機の具合を確かめたい。←あとがき参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体回路 

感度切替スイッチ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内部写真 

ホームセンターで売ってる長さ1mのプラスチ

ックのパイプ。 

これに50cmの電線を左右に沿わして端をビニ

ルテープで止めてダイポールアンテナとして

いる。 

50cm 

長さ66cmの1.5D2V 

長さ97cmの1.5D2V 



■あとがき 

2012年11月4日、第20回北四国ARDF競技大会で試作の2号受信機を使って選手として参加した。 

JARL徳島県支部のハムの集いに参加しTXの至近距離で試作1号機をテストしただけで、2号機は本物のTX

相手にしたことがなかった。1号機より改良されているというものの、参加についてはかなり無謀な気はした。 

スタートして何も聞こえなかったら、すぐ帰ろうかな(笑)と思ったが、すぐにTX2、TX3が聞こえた。TX5も

小さく聞こえた。最終的にTX2、TX3を見つけて制限時間内にゴールすることができた。 

 受信音は割ときれいだなと思った。(笑：きれいでなくてもTXに早くたどり着ければいいかも…) 

 

二つのダイポールアンテナで受信した信号の位相差をトロイダルコアで合成する今回の方式、指向性は問題無

いように思えた。前後比だけなら八木アンテナより良いのではないだろうか。(そんなことはなかろう、笑) 

アンテナそのものの利得は３素子のアンテナにはかなわないようだ。メーカー製の受信機で強力に聞こえる信

号が強くは聞こえないし、聞こえないTXもあった。 

 

PLLや水晶を使わない局部発振器(いわゆるLC 発振回路)を使用した外国メーカの受信機ではフィルタを交換

しないと TX とビーコンの電波がかぶったりすると聞いた。TX 探索中に受信周波数がずれて調整しなおすこと

もあると聞いた。 

試作受信機では感度が低いせいか(苦笑)、TXとビーコンがかぶって聞こえることは無かった。 

試作受信機でTX探索中に受信周波数がずれて聞こえないということは無かった。←偶然かもしれない。 

 

TX至近距離での感度調整はボリュームを左いっぱいに回しても音が聞こえてしまうし、TXの方向もわかりに

くかった。感度切替スイッチでトロイダルコアと高周波増幅回路を切り離してもスイッチの端子間容量を通して

か感度を絞り込めない。←受信機を普通に持ってTXを探索した場合。 

TX が水平偏波であるので受信機を傾けたり立てたりすれば偏波面の違いを利用して TX の至近距離でも指向

性を感じることができた。偶然ではあったがヤブの中の TX を探した際、アンテナエレメントがヤブに引っかか

るのを避けるため受信機を 90 度傾け水平偏波より垂直偏波を受けやすくすると適当に感度が落ちて思ったより

容易にTXにたどり着けた。 

裏技(というか使いたくない技)であるが、局部発振周波数をわずかにずらして IFT やフィルターの特性を利用

して感度を落とすという方法もやってみた。受信周波数をずらして感度を落とすことになるので次の TX 探索に

向けて周波数を元に戻すための時間がロスとなるがクリスタルフィルタほどシャープな特性でないからか、そこ

そこうまく感度を絞れた。 

 そのようなわけで、他の競技者をあてにしないでもTXにたどり着いた。 

 

 全体的に見て、試作受信機の欠点は人が補えば何とか使い物になりそうだ。 

というより、この試作受信機でARDF競技は楽しめると思う。(苦笑) 

いや、ARDFに参加して電波を楽しめるというべきか。 

 

 競技大会の後ARDFの超ベテランJF5MED局から自作受信機について話を聞く機会をいただいた。 

 ---自作受信機にはメーカ機では味わえない感動がある。---、この一言で近年の苦労?(楽しみ)が報われた。 

 

 JR5PVC 局の一言から始まった ARDF 受信機の試作、VFO の実験から始まってARDF 競技参加まで何とか

来れた。 

 

完 
じゃなくて、今後もチョコチョコ試作受信機いじろうと思う。(笑) 

とりあえず、高周波増幅の2SK241のゲートにつながってる配線1.5D同軸ケーブルに変えてみようかな…・ 

二つのダイポールアンテナでなく、一つの八木アンテナで良かったかも。 

つづく 

1号機については右のURL参照。http://wwwb.pikara.ne.jp/potter-2005/kousaku/ardfprototype1.pdf 

3号機については右のURL参照。http://wwwb.pikara.ne.jp/potter-2005/kousaku/ardfprototype3.pdf 

 

http://wwwb.pikara.ne.jp/potter-2005/kousaku/ardfprototype1.pdf
http://wwwb.pikara.ne.jp/potter-2005/kousaku/ardfprototype3.pdf

